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１００ｍｍ
山砂の類

１００ｍｍ 山砂の類

埋設表示テープ（排水管は不要）

注）　山砂の類で
　　　入念に埋戻す。

約１５０ｍｍ

本復旧

路床工（山砂）

60cm以上

（φ40以下再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ）

30cm以上影響線まで

ＧＬ （仮復旧）

既設道路工の厚さ以上又は

下層路盤工　t=15cm

仮表層工(粗粒度ｱｽｺﾝ) t=4cm

表層工(既設の合材と同種(ただし、ｱｽﾓﾙ
の場合は修正 ﾄﾍﾟｶ)) t=5cm

上層路盤工(粒度調整砕石) t=7cm

下層路盤工(φ 40以下再生 ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ) t=10cm

１５ １７　床置露出形給油口ボックス配管要領Ｓ＝１／１０　 １６
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ゴム管

スリーブ管

廻転取付

②　ボックス内部清掃（油脂分を取り除く）

①　ボックス内部品（ストップ弁・ホース・配管類・ストレーナー等）を撤去する。

《　給油口ボックス処理要領　》

④　撤去後のモルタル埋めは建築工事とする。

Ｌ形キャップ（未使用時盲蓋）

③　蓋、Ｌ型キャップを撤去する。
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　戸別タンク詳細図　中継タンク詳細図 Ｓ＝１／２０　Ｓ＝１／２０　

見え掛り錆び止め塗装のうえ、ＯＰ２回塗り仕上げとする。

見え掛り錆び止め塗装のうえ、ＯＰ２回塗り仕上げとする。
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油面計ガード
流出防止装置付

コンクリート基礎

　　　ﾊﾟｯｷﾝは H350+H2200(灯油使用可能品  0.98MPa))とする。

正　面　図 平　面　図

（２）中継タンク廻りの弁は、ﾏﾚｱﾌﾞﾙ玉形弁(ﾃﾞｨｽｸは ﾃﾌﾛﾝ製、ﾊﾟｯｷﾝは H350+H2200(灯油使用可能品  0.98MPa))とする。

（２）中継タンク廻りの弁は、ﾏﾚｱﾌﾞﾙ玉形弁(ﾃﾞｨｽｸは ﾃﾌﾛﾝ製、
（１）鋼板厚  3.2 t 加工は全溶接とする。

Ｌ４０×４０×３t

ＦＢ－５０ｘ５tｘ２ヶ所

鋼板製３．２t溶接加工

ＦＢ－５０Ｘ５t

（１）鋼板厚 3.2 t加工は全溶接とする。

　根切り埋戻し要領 　構内舗装復旧要領

１８ １９

注：ボックス開口部にホースジョイントの向きを合わせること。
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 ボールバルブ

⑤
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 ユニオン

 ホースジョイント

 ストレーナー

番号 名　　称 数 備　　考

１⑧  油受け皿  樹脂製

 直管

②減圧弁のメンテナンスバルブを設置する。

①ストレーナーを減圧弁の一次側に設置する。

③減圧弁は調整圧力レンジを確認し、戸別タンクと同等の供給圧になる高さに設置する。

《　減圧弁を設置する場合　》

（１階の場合）

ﾎﾞｯｸｽ開口部

ﾎﾞｯｸｽ開口部
ﾎﾞｯｸｽ開口部

２１ ２２

※給油口ボックスが閉じた状態で使用できるように施工すること。（ホースジョイントの向きに注意）

２０ 　屋外排水縦管要領

VPVP

外壁
外壁

合流継手を固定する場合 伸縮継手を固定する場合

合流継手

伸縮継手

合流継手

伸縮継手

（１）各階に伸縮継手を取り付ける。 （１）各階に伸縮継手を取り付ける。

（２）合流継手を壁に固定する。 （２）伸縮継手を壁に固定する。

（３）伸縮継手は合流直上に取り付ける。

注）伸縮継手を固定する。

注）合流継手が下がらない

　　ように支持する。
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